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論文内容の要旨

(目的)

悪性腫蕩の特殊な転移様式である肺の癌性リンパ癌性の CT 像は病理組織像との対比を通して明かになってきた。

しかしながらその CT 像は多彩であり症例によっては容易ではない。また呼吸機能障害の面からみても初期より重篤

な呼吸不全を示すものから末期まで何等呼吸機能障害を示さないものまで多彩である。そこでその診断及び状態の把

握に対して系統的な解析が必要である。著者らは癌性リンパ管症の CT 像の spectrum を明確にし，どの様な CT 像

が呼吸機能障害及びその予後と関連しているかを決定することを目的とした。

(方法)

対象は病理組織学的に確定診断の得られた癌性リンパ管症 20 例で，原発巣は肺癌が 10 例，乳癌が 3 例，胃癌が 2

例，上咽頭癌が 2 例，胆管細胞癌，皮膚の悪性黒色腫，皮膚原発の hemagiopericytoma が各 1 例であった。このうち

11 例で呼吸機能検査 (%VC ， FEV1.0%) ，動脈血ガス像が得られた。

CT の撮像法は全肺を10mm 幅10mm 厚で scan した後，全例に1.5- 2 mm 厚の thin- sliceCT を 5 -10 スライス追加し，

bone argorithm を用いた高分解能 CT 像を得た。剖検の施行された 4 例では Heitzman の方法に基づいて伸展固定

を行い生前の CT，伸展固定標本の CT，病理像との厳密な対比を行った。

(成績)

(1) CT 像は小葉間隔壁と気管支肺動脈周囲間質への進展の度合から次の 3 型に分類できた。

Type A :気管支肺動脈周囲間質の肥厚像が著明で，小葉間隔壁の肥厚は全く認められないかごく軽度なもの

(n =15) 。

Type B :気管支肺動脈周囲間質の肥厚像と小葉間隔壁の肥厚像が両方ともが高度に認められるもの (n = 3) 。

Type C :小葉間隔壁の肥厚像が著明で、あるが気管支肺動脈周囲間質の肥厚像が全く認められないかごく軽度なもの

(n = 2) 。

(2) CT 像と呼吸機能との関連をみると TypeB および C は TypeA に比べて有意に %VC の低下が著しかった

(P <.001)0 AaDO 2 の開大はどの type にもみられたが，病変の進展範囲が広い程著しい傾向が認められた。 CT 像

と予後との関連性をみると CT 像撮像後の生存期間は TypeB 及び TypeC (平均 41 日)の方が TypeA (平均 90 日)

に比べて有意に短かった (P <.001)。



(3) 病理組織像からは TypeA 及び B では気管支肺動脈周囲のリンパ管への腫蕩細胞の進展とその周囲の間質の線維

化が， TypeB 及び C ては小葉間隔壁内及び静脈周囲のリンパ管への腫蕩細胞の進展とその周囲の間質の線維化が示

され，高分解能 CT はその病理像を正確に反映していた。

(総括)

CT ことに高分解能 CT は従来の非侵襲的な画像診断法では描出が出来なかった肺野の微細構造を描出しえる。癌

性リンパ管症においては，高分解能 CT は小葉間隔壁の肥厚像と気管支肺動脈周囲間質の肥厚像の描出に優れ，それ

ぞれが肺内の 2 系統のリンパ流即ち肺静脈周囲リンパ系と気管支肺動脈周囲リンパ系への腫蕩の進展を反映すること

が証明できた。また特に高分解能 CT による小葉間隔壁の肥厚像の広がりに注目すれば拘束性拡散障害の程度を推測

しうることを証明した。癌性リンパ管症の拘束性障害に起因すると推察された。さらに高分解能 CT 像上小葉間隔壁

の肥厚像が広汎に認められるもの程予後不良であることが明かとなった。

論文審査の結果の要旨

本研究は，従来予後不良とされている癌性リンパ管症の CT 像のスペクトラムを病理組織像との対比を通して明確

にし，どの様な CT 像が呼吸機能障害及びその予後と関連しているかを決定することを目的としたものであるO

その結果 CT 像は，小葉間隔壁の肥厚像と気管支肺動脈周囲間質の肥厚像の程度から 3 型に分類することに成功し

た。さらに著者は，小葉間隔壁の肥厚像が著しいもの程，拘束性肺障害が強くかつまた CT 撮像后の生存期間が短い

ことを証明した。

本研究の成果は，癌性リンパ管症における呼吸機能障害及びその予後を推定しうる新たな手法を確立したものであ

る。悪性腫療に対する治療法の進歩に伴い，今後これらの症例に対して本研究で確立された内容をふまえて CT 診断

を行うことは，その病態及び予後を把握する上で十分意義あることであり，学位の授与に値するものと考える。
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